
、 

。 

 

） 

。 

（
荏
原
3
丁
目
・
池
田 

晴
夫
） 

。 

」 

「 

」 

「 

。 

（ 

」 

「 

」 

「 

。 

 

     

  
 

 映画の西部劇で見るおなじみのこのサボテン

は、柱状に伸びる形状の品種を総称して「柱サボ

テン」と呼ばれています。中でも柱上部で分岐す

る頼もしい姿から「弁慶柱」とも呼ばれています

故郷はアメリカのソノラ砂漠で、上を向いて育つ 

存在感・生命力のある姿が魅力的です。 

 この写真の柱サボテンは3メートル程あります 

花言葉は「困難に耐える」「暖かい心」など。 

 「タマサボテン」はメキシコの乾燥した岩場な

どに生息します。「タマサボテン」には黄色味を

帯びたトゲがあり、太陽の光を浴びて金色に輝く

姿から、金鯱（キンシャチ

とも呼ばれています。花言

葉は「儚い夢」「憂い」。 

 寒い時期に人が両手を挙

げているような何となく人

間的に見えるユーモラスな

風貌と丸くころんとした姿

のサボテンを楽しんでくだ

さい。荏原2丁目で見られ 

ます。 

（小山4丁目・東 美佐栄） 

。 
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花 め ぐ り  

防災☆ワンポイント 
（東京都発行「東京防災」より） 

サボテン 

●避難の判断 

戸田会長ご挨拶 

 

むやみに動くと危険 

家の中からあわてて飛び出すと、落下物

に当たって負傷する危険があります。ま

ずは落ち着いて、家族と家の中の安全を

確認。その後、周辺で危険な物・建物が

ないか、火災が発生していないかなどを

自分の目と耳で確かめます。 

近所の安否確認 

家族の安否が確認できたら、隣人・近隣

の住民に目を向けましょう。閉じ込めら

れたり、下敷きになったり負傷した人な

どがいないか、さらに避難の手助けを必

要としている人がいないかを確認。いざ

というときは、助け合うことが重要です 

自宅以外で安全ならその場にとどまる 

地震直後は駅周辺や道路も大変混雑し、

大規模火災の発生や建物の倒壊など二次

災害に巻き込まれてケガを負ったり命を

落とす危険も。会社や学校の安全が確認

されたら、すぐに帰宅せずその場にとど

まって様子をみます。地震直後の連絡方

法や行動をあらかじめ家族と話し合って

おきましょう。 

柱
サ
ボ
テ
ン(

上)

と
タ
マ
サ
ボ
テ
ン(

下) 

） 

（
三
谷
八
幡
神
社
総
代 

 

 
 
 
 
 

荏
原
4
丁
目
・
大
高
一
浩
） 

 

ゆ
く
年
く
る
年
・
・
・ 

 
 

三
谷
八
幡
神
社
「
素
描
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

そ
の
2 

 
 

        

 

荏
原
第
一
地
区
区
政
協
力
委
員
会
並
び
に 

荏
原
第
一
連
合
町
会
新
春
初
顔
合
わ
せ
が
、

1
月
22

日(

水)

に
、
ス
ク
エ
ア
荏
原
で
行 

わ
れ
ま
し
た
。 

 

冒
頭
の
会
長
挨
拶
で
は
、
荏
原
第
一
連
合 

町
会
の
戸
田
光
則
会
長
が
挨
拶
。
戸
田
会
長

は
武
蔵
小
山
駅
周
辺
の
再
開
発
の
進
行
状
況

に
つ
い
て
触
れ
、
地
域
の
活
性
化
に
期
待
を

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
年
開
催
さ

れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
つ
い
て
も
触
れ
、
町
会
と
し
て
も
盛
り

上
げ
、
世
界
各
国
か
ら
来
日
さ
れ
る
方
々
を

お
迎
え
し
た
い
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

 

本
初
顔
合
わ
せ
に
は
、
濱
野
区
長
を
始
め 

多
く
の
来
賓
の
方
々
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

今
年
も
荏
原
第
一
地
区
の
更
な
る
飛
躍
を 

祈
念
し
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
事
務
局
） 

連合町会    

 新春初顔合わせ 

。 

 

前
回
、
同
じ
タ
イ
ト
ル
で
掲
載
し
て
か 

ら
4
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
時
代
も
平
成 

か
ら
令
和
へ
と
移
り
変
わ
っ
た
が
、
恒
例

の
行
事
は
脈
々
と
続
い
て
い
る
。  

 

大
晦
日
、
朝
か
ら
晴
天
で
風
も
な
く
小 

春
日
和
の
暖
か
さ
だ
っ
た
が
、
夕
方
か
ら

急
に
寒
気
と
共
に
風
も
強
ま
っ
た
。
本
来

で
あ
れ
ば
22
時
よ
り 

古
神
札
焼
納
祭 

が 

行
わ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
強
風
の
た
め

中
止
と
な
っ
た
。
23
時
か
ら
本
殿
で 

除 

夜
祭 

が
始
ま
っ
た
。
宮
武
宮
司
に
よ
る 

祝
詞
奏
上
後
、
石
井
和
正
総
代
会
長
始
め

総
代
衆
及
び
家
族
連
れ
参
拝
者
計
30
数
人 

が
一
人
ず
つ
大
神
様
に
玉
串
を
奉
奠
し
、

二
礼
二
拍
手
一
礼
を
以
て
今
年
一
年
の
感

謝
と
無
事
良
き
年
の
招
来
を
祈
念
し
た
。

23
時
半
頃
か
ら
参
拝
者
が
次
々
と
参
集
し 

列
を
な
し
た
。
あ
ち
こ
ち
で
「
寒
い
ね
え

こ
ん
な
こ
と
滅
多
に
な
い
ね
」
の
声
が
聞

こ
え
た
。
私
も
厚
着
を
し
て
来
た
が
身
体

中
が
底
冷
え
し
身
震
い
し
た 

ち
な
み
に 

こ
の
時
間
帯
の
気
温
は
4
℃

風
速
は
約 

6
ｍ
と
の
こ
と 

。 
 
 
 

 

午
前
零
時
、
本
殿
か
ら
ド
ー
ン
と
太
鼓 

の
音
が
鳴
り
響
い
た
。
い
よ
い
よ
新
年
の

幕
開
け
だ
。
家
族
連
れ
、
お
年
寄
り
、
若

い
カ
ッ
プ
ル
等
参
拝
者
が
三
列
に
並
び
参

拝
を
始
め
た
。
そ
し
て
口
々
に 

お
め
で 

と
う
ご
ざ
い
ま
す 

を
発
し
た
。
そ
の
列
の
中 

に
甘
酒
係
（
今
回
は
小
山
4
丁
目
の
皆
さ
ん
） 

が
温
か
い
甘
酒
を
振
舞
っ
て
く
れ
た
。
寒
い
の 

で
お
替
り
し
た
人
が
何
人
も
い
た
。 

 

小
山
5
丁
目
五
友
会
の
神
輿
が
入
っ
て
き
た 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
大
神
輿
を
約
百
名
の
担

ぎ
手
が
威
勢
よ
く
新
年
を
寿
い
で
く
れ
た
。
参

拝
を
終
え
た
人
々
が
左
手
の
テ
ン
ト
に
設
え
た

お
札
や
お
守
り
、
破
魔
矢
、
お
み
く
じ
等
を 

買
っ
て
い
た
。
午
前
1
時
40
分
頃
、
参
拝
者
の 

列
も
途
絶
え
、
邪
気
を
払
い
無
病
息
災
を
祈
念

し
、
打
ち
続
け
て
く
れ
た
太
鼓
の
音
も
止
ん
だ

令
和 

に
入
っ
て
初
め
て
の
地
元
神
社
へ
の
初 

詣
。
こ
こ
に
も
日
本
人
の
伝
統
と
心
が
息
づ
い 

て
い
た
。 

シリーズ 

品
川
平
塚
剣
友
会
③ 

 
 
 
 
 

 
 

～
子
ど
も
と
向
き
合
う
～ 

 

剣
道
は
既
に
完
成
さ
れ
た
日
本
古
来
の
伝
統 

文
化
で
あ
り
、
古
か
ら
の
教
え
を
伝
承
す
る
こ

と
が
大
事
で
あ
っ
て
、
正
し
い
剣
道
を
指
導
し

理
解
度
を
高
め
る
こ
と
が
指
導
者
の
務
め
だ
と 

思
い
ま
す
。 

 

剣
道
を
始
め
る
児
童
の
大
半
が
、
剣
道
に
対 

す
る
父
兄
の
憧
れ
や
、
元
気
な
子
ど
も
に
育
っ 

て
ほ
し
い
と
い
う
父
兄
の
思
い
か
ら
入
会
し
ま

す
。
児
童
に
ま
ず
は
、
道
場
に
来
た
く
な
る
よ

う
興
味
を
持
た
せ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す 

 

同
時
期
に
入
会
さ
れ
る
児
童
も
い
ま
す
。
で 

き
る
限
り
同
じ
ス
ピ
ー
ド
で
上
達
し
て
も
ら
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

た
い
と
い
う
の
が
指
導
者 

                      
 

の
願
い
で
す
が
、
体
格
の 

                      
 

差
や
性
格
を
よ
く
理
解
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

元
気
の
な
い
子
に
は
元
気 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を
養
い
、
熱
心
な
子
に
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

増
々
奨
励
し
、
興
味
を
持 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

た
な
い
子
に
は
努
め
て
興 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

味
を
持
て
る
方
法
を
考
え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

て
接
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

時
に
は
、
未
だ
素
振
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
で
き
な
い
子
に
は
面
を 

被
ら
せ
て
好
き
な
よ
う
に
面
を
打
た
せ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
児
童
は
大
喜
び
で
す
。
其
時
に
は
人

の
頭
を
叩
く
こ
と
は
い
け
な
い
事
で
あ
り
、
そ
れ
が
可

能
な
の
は
道
場
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
徹
底
し
て
諭
し
ま

す
。
そ
れ
が
仲
間
や
相
手
を
尊
重
し
て
い
く
剣
道
の
教 

え
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

 

初
め
は
稽
古
着
は
勿
論
、
防
具
等
も
着
用
さ
せ
ま
せ 

ん
。
し
っ
か
り
と
本
人
が
稽
古
に
関
心
を
持
っ
て
か
ら

で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
会
し
て
か
ら
約
半
年
を 

目
途
に
か
か
り
稽
古
を
始
め
ま
す
。 

 

2
0
1
8
年
8
月
に
小
学
3
年
生
の
女
の
子
と
お
母 

さ
ん
が
入
会
さ
れ
、
月
・
木
曜
日
の
稽
古
会
を
一
日
も

欠
か
さ
ず
に
励
ま
れ
ま
し
た
。
真
夏
の
暑
い
時
期
を
乗 

り
越
え
て
、
約
10
ヵ
月
の
修
行
を
積
み
、
2
0
1
9
年 

6
月
9
日
の
審
査
会
で
見
事
、
お
母
さ
ん
は
一
級
を
、 

お
子
さ
ん
は
五
級
を
習
得
い
た
し
ま
し
た
。
お
二
人
の

喜
び
は
格
別
で
し
た
。
子
ど
も
の
頑
張
る
姿
は
、
指
導 

者
と
し
て
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
一
コ
マ
で
す
。 

 


